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(3) BWR 炉雑音の 1 Hz 以下の低周波成分 i乙含まれる情報を定量的に把握できるようにしたこと。
具体的な成果としては，ノイズ寄与率を用いた雑音伝播機構の解明により，正常時の炉雑音発生メカニ
ズムを把握することを可能にし，炉の異常診断技術の基礎に重要な寄与をしたこと，および可開ループ，
閉ループ伝達特性の定量的評価手段を与え，制御系の応答特性をかなり良く評価できることを示したこ
と，さらに大型プラン卜の炉心で発生するボイドおよび流量ゆらぎに起因する雑音の中性子ゆらぎへの
影響を解明し，炉の運転条件や設計形式を決める一つの手だてを与えたことがあげられる。
以上のように，本論文は， BWR 技術の発展に役立つ新しい解析と評価の方法を与えたもので，炉物
理および炉工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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